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■アメリカ･カータウッド

(旧称キャニオン)発電所納

53,000ⅢP(39,500kW)

ベルトン水車運転開始

べ′Lトン水小とLて+エフ'りカlけ域ヘビハ何輪=とし

て,そJ=Jに恥川訓f七三さ′才Lていたサンフランシスコ了tiカ=

クウ､ソド発心柵勺53,000HP(39,500kW)1,245ft(､379.5

1山422･5cfs(1l.965111=ソsノ327rpllllン油Ilペ′L一トン水小2

子けミこのほど紙沖ジきにノ臼'業逆転を開始した

小一クけい′ド梵′盲訓f♂)近くには,J先付Ill■/二各州;柄にて

峯廷作･`ノ■山にし,州､川三業/1こ進ん一･′二小く〇モッカシン発′掛昨

71;あるか,こび)熱=糾†･ノ〕■こ`ノご成した睨∴ニいLづ卜一グウいノド
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托ノ卦叶は,モッカシソ軒一己所より遠ノ州御さJLる無人述

隔操作発電所となり./㌻校長批こJ-たりほとんと'全糾;f

逆転されることになる そのたム′),件能はヰ,上._Lり+淵ノつ1別注三に耐

えるようキャビテーシ三-】ン柄f引こ対しても特別〟う巧一胤･)1+払われた

また,本水巾の卜帥仙受にほ止榔lぺ′t一トン水小二としては初のセク

ノントメタ′L-′川采川さJしかとど桝技祢けこ取りノ､れr八子tている.

`さ:ぐ業遵t転三に先↓ナノ､｢'メりカぴ)スタンレ【倹イモ二号什によりギノソ

■東海製鉄株式会社納

電子式ボイラ自動制御装置完成

ルン∵鮒ノト桝てほ､二し一)たび山軸菅笠紙代ノ(三=1二如i如火ノ+允√⊥』滑｢納

175t/1ユニ;り▲心ユび4り▲ポrラ川′子吉iJ′一ノいミrうl′‡勅Tli】j批七ir号な舟Jに

した.

本制御盤掛よ､人`糾Tlこ火ノJフウントに心トト引･抑榊末=+土いり∫

で∴;己蝕■■lトさあるた〟)､程√▲〕二し制御与l壬i｢′r√rllコーール)の机＼.■.〃)

悼Hり占準心よび規格右ご′.に川1】に統

グテストむ行な･1て,†∴敵性叫■′】jl

制御装柑こ過Lた六川;ミキl掴充して,

し.二‾Eた乍休Jll-一三Elワ亡び〕ェーージン

させるととヰ)に,ノ二枚E‾上りくノル)

掛虹.rゴ1び惟`､ト1∵舛払にした′
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】東11 j7.-川■作業小√ハートーリーl′Iソト発心叶

ン法を川トて効率試験が行なわ′れ,ム紺jf舶卜効ヰ89%に対しで一棚り

ノ山`ん効ヰくは約90プgという好成緋石∴bさめた また,月山如こ二†ゴトて無

二うり{油性ふU験か`丈施されたカ＼止桁速度327rpnlの約17()ク占′リ)

545】‾Pnlにて1分IH‖米持された紙札 機語注にはま一､た･こ熊瑞･仁′.王宮､ゝ,)

上､J′hず感性卜♂〕`女全件カ､･稲子認された

･司iり御系は此j'辻ベンソンボイラとノー､脚旭松を子-fなうことか-･二:､きるよ

■うになノ)で与■ゴり,4一種糊〝)燃料♂)ブロブラ∴制子臥トゴよび燃料バーーナ

に什ナる段通?巨燃比肘j御カ､こ叶能′つあろ小淵+/こ-ナは=励ノニーーナと

し,f'1荷に応じて/こ-十しり=動拙策 二†ゴエび=励jI‡丸i･‾F■･けく1壬･テナな

うようにな√)ている コントローラ心よび折口二肌.エラックに取りま

±札l′】釣下助L州別:､き‥没仏語:幸一Fゴよび桁ホ.汁〟‾-みむデスク髄に上り

')けてある〝‾)て全体の拙作およびI古書rこ脱が非仰二便利になノ,ている､

二び‾)新Lい=lソニユニト[丁-′し∴越川け)′i一に/･式ポイラ!′l励制御与ヒ柑1■ミ

′ノ■こ成したことにより,｢打某‖jクラスJ‾)火力ソニブントへ進附するJ占礎

′川臥一仁され,+よ矧即‾)/㌻後のラー1紺㍉州り持さノ【ていイJ

山人ぷジ㌃逼こふ′乙J<′､′卓芯ぶ′.〈〈

l実丁2`rE √･ノし十｢うl′l朔 判 別 与ヒi托
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t福山共同火力株式会社納

90,000kVA低圧大電流変圧器完成

=J∠二‾;生川三仰土ニノりこひ払=lけこいj火ノJ株ナE三さ什納75MW21J･発′.E

.∴川fi一式ノr‡∴心jにし_
叶.洞に.わじ判じ三小･∴ら)ろ+こ稚苗馴√iの1二変什語ここ

は9()ⅣⅠVAという人ノ机i=と｢コありな力■こL,ノ,13.21(Ⅴの発乍左隣r【‾‾抑三か

ら2()1{Ⅴ軋′Fに糧1二卜に山桜拉統されるたれ 一次側二次側とも低11て大

ト迂流レつ.i亡姐′】(J射仁㍑:トナある_そび)た叫敵い､磁如による局部加熱ろニナ

防t卜才一るとともに,′■‾E流ノ‾)小l∠衡な′卜じないよう設計に十分の-ノラ応

が払われている.=､冷却方式は胤榊〕送油取持方式に加えて劉如二軌

制冷却アン拭川し,全体としノてコンパクトにまとめてある

図二う 9(),川)nlくVA低1一三人′芯流′射‾l‾三三吾詩ト

{高耐圧4,000V300A

電力用シリコンダイオード完成

=+ンニ斐川=珊■‾こさは二〃)ほど,ン上桁せんガi連打叶Fに=三4,0()OV,

川fi電流300Aという山内‖‾i三大容岩二のシりコングトイーード

形をンこ収した.r_

1主格平均

HO3EA

さきに■如棚三ダ1′11-ドとして日､■土製nて桝カ;ンヒ成したHO3DA形

3,0001｢,300Aダ′rす-ドほ,すでに電気鉄道などでその高■一打一円,

i如イ.て軒作ち′いかんな･こ発押しているカ;,HO3EA形ほこの記録不二

更新したもの-‾･∴4,()0()Ⅴという逆耐仙こ心し､で電力用としては,従

来析なんない満作能イン石するも〃1である｡

半場休素j′一のPN接合は,′■に汀三が.亡占くなるにつれてシりコソの形

状∩7i処即などそのi没,汁.集注作はい′1そう困雌なものとなるが,HO3

EA形くエlけ半⊇昏体技術を紙り三してこの技術のカベを打破し完成し

たもの｢･1ある..こ〟〕素了･のパッケージは出面J仕であるために,ひだ

付きハセラミ･ソクシー′し構造が探口】され,十分大きな絶縁距離をと

■ED77形交流電気機関車完成

(日本国有鉄道納交流･交直流電気機関車

200両突破)

さる6+]15卜l交流電化が完成し営業運転にはいった国鉄磐越西

線(耶Il卜仝押喜多方問)に使川されるサイリスタ式ED77形交流

電気瞭関中7両が完成し,このほど口本国右鉄道に納入された｡

この機関車は昭和4n年に試作した,サイリスタ式ED93形の量

産車であり,7両のうちの1号中は,口立二製作所が｢l本国有鉄道に

図5 ED77形交流電気横閃中 一

学海

ノー■亨.淫､､■‡…‾芸義､耗=……牽芸毒
′′-ヽ､､■き才ご

事

一戦′)､ご､
､､

ノ､‾蔓こ三漂～ニ墓室妄:_･ご繋-‾■強‾‾よ

蜃

～萄

慈

母

弼望遠藍

畠濁蜜‾監禁

図4 絹l【'rj川三4,()(〕()V300A電‾ノ川トンリJン r∴r寸

ノ,ている

用途はおもにノl毘気鉄道(中内心エび仙卜焚屯仰ノ,‾7′+ミノ1‾丘僻7‾ラ

ントなどのl浅電圧直流電i恥こ使われ.この甜生能ダイナードの完成

によf),装置がエりコンパクトになくてJものと期待されている
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納入Lた交流ノーJよび交I蔓〕二流′F宣㌔も機関車の200両卜lにあたる

-‾rゴもな特良古上,サイリスタによる連続電圧制御九r℃ィ_寸書糾jし､従
来ノトン､ソゾ切換持ぎ圭をやめ主回路の無接ノJ二＼化を同ノー,たこと,耐寒耐トl‡

隅丁むと‾ナるたと･てJ従来屋ヒに設茫壬されていた拭｢ヒ20kV機片さ吉(乍包もし

や附そ:f,断指詩三‡,仁ヒューズおよび.汁掛什変什器などトン屋内の-ト

饗｢1一三:そ㌻=一にぎ装しノたこと∴垂連用辿鼠-i器および砂管にほ凍結を防止

‾j､イ:′たJ)のl軌ガ諾拉入れたものな採用したこと,補助機;さ詩放を設F賢

してぁくノ舟‾仁鰍鞘寸)･こにほ巨か｢覆を設け,トl_子の粍器わく内浸入を防

‥‾.してい1:)ニーヒ,冬期にはl_ニサイリスタ.二仁平滑リ7クト′レの冷却

書昭和電工株式会社納

35t積アルミナ運搬車完成

l‾卜う+/湖什j軒二′フほこレ｢)ほど.仰和′竜_L二株式会社納の35t構7′しミナ

う世職巾5両1シ′ノー亡収した.

ニノいモ{両ほ､粉粒体7ルミナの擢撤に使用するもJ‾)で,恥正35t,

lニーj巾二15･2t,`線隕50m3,巾休寸法けとさ)12,200×(幅)2,725×伯

さ)3,4691Tln-‾･′1中仙｢≠仙よ従来の指形から張殻構造に変更し,件

馴ヒなl札､て心り,従米巾よりも約1.7トン軽くなっている√_.

アルミナの株込み.仲卸しほ申体上部から行ない,吸引作業川に

2仰び‾り(形ふた左･設け,さらにそのフタに杭込作業Jljの′J＼ブタをそ

九ぞ′れ3個設けてある､人形+7タはバネによって開閉する構造で,

取寸放し､.∴ンン≠羊易にな/-,ている..

風ン立価現させ.巾側フ･r′Lソか小ノH㌻ノ‾)i･･士人′1丁防Il二Lてい勺､_.い′二

ふ)るい

また中間かf】二叫小江‖∫変斗㌧柑こより,1拙_上ゴユJご女鰍二肘tトナき

ると同時に北川f抑)粘剤排巨び‾)l｢りとを例/__,てお`)応荷巾与川在･,テ一之

け軸窮吋射てI小二†JH‾るプレーーキノバ/▲心二似つ∴うにし′てぁる

おもな仕様としては客貨両川,単相交流50c′/s20kV,捌転捌岸i

重量75t,蜘配匠B-2-B,車体寸法長さ15,OnOx高さ3,580×幅

2,800mm機関側生徒は1∩引川ンと格‾‾壬つ出力1,900kW,引張ノJ14,10n

kg,速度49.1knっ/11,姑∈右速度1001くm/hである.′.

l式Ⅰ6 35t横アルミナ運殿中

■盤用電磁開閉器シリーズ化完成

111‡製作所では従来よ`′)各種電磁｢矧調器を開発,製イ′=ノてきた｡

近年,各種工業設臓の合卿ヒ,近代化がすすむにしたがい,この種

の侶気設t肘ま,ますます投雑化するとともに,電磁開閉召別ま,いっ

そう高い信頼性と良市命が要望されるようになった｡口止電磁開閉

掛ま,いち早く接∴【よに特殊鏡台金を掛口し,寿命n勺にも,また投入,

遮断容量にも大幅な性軌;･J.Lをなしとげてきたr)今回その絆艮をよ

り′とかすために,一般のケース什電磁開閉箸旨と別に盤収納形電磁開

閉;亨抑)シリーズ化ンLンノ亡収した′〕

すなわち一般のケ【ス什電磁開閉器は,コンパクトな箱に収納さ

JLているため通電容量が制限され,寿命,投入,遮断容_一芸二の上でほ

余裕がありながら,温度L昇他に許されず,より大きい容量への適

川カミニrJさえF).れてきた‥

一方制御凰 附冨盤に机み込まれるケース･カノミー不付け電磁用

閉器は.スペース__L余桁があるため,温虹l二昇が低くなり油電容量

を七きくくすることができる｡

それに加えて今回,叫動部の軽量化による軌'､〔の投人椚粍の減少,

アーク金具の形状改心こよる投入,遮断容墓の増大などにより,従

来よりの13械種を見正亡し,新機種として15G形,400V7.5kW,

50形,200VllkW,400V15kW,200形,200V451(W,400

図7 盤用 電磁 開 閉 器

V60kWの3横位を補充氾加すると伺=如こ,60形む400V221(W

から30kWに,150形を400V45kWから601(Wに,400V才声道を

格上げし15機樺に整肌拡充した｡

このシリーズプこ成により,川椰膣および配電盤恥匡磁桝閉軌よ,

各モートル熔量ごとに越川電矧梢閉器は1プレ”ムほぼ対心ナるこ

とになり,長井■命,高信煩性とともに放縦軍止か経剤勺にでき.今

後ますます,需喫一艶の椚ノヾが期待される_､
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■電気ジスクグライ ンダ

205mm PDh-205形 発売

Il､■/二笹廷作柄は.こび1ほと.′lE㌔ミンスクゲうーンオ2り5111nlPDh--

2(〕5形な托ノ亡し′た

本械ほ全f′一打tに流14A,止柿山力85りW.ム1上ノJ=ノJl.7()OW,上江

E-il:7.5lくg上従来の‾斤川女.■..-1にはない人=りと帖l主托･.‡乍一,ている.モ

l日立浅深両用ポンプシリーズ五機種完成

【=/二■(昏糾1一所では,地卜水トトの変動に対処Lイモ‾去る射砂‖ホンプとし_

て,/こ樽柿叫立派l■1↓川jホンプシリーズむ′ノ亡収した‥

二叫立探両川ポンプシり-ズは,従来の浅井戸中川ポンプシリーー

1＼襟川Jイリ〃丁卜1∴′プシリーズと比肩できるヰ､の▼‾･二＼10()Wから750

Wまでをシリーズ化したものである‥

一弧こほ深j耐1jポンプは,地下水位の生劫に順応できるという拉

ノこの利ノ∴ミリ)ほか,水道の水江榔供(ポンプア､ソプ)川や,家庭の使

川水二王一川う加の完璧に適応できるといった特長がある-､

しかしその反乱両川ホンプでありながら浅非戸中仙深井戸鳩川

ポンプとl‾何等以_L二の性能が要求されるとい･つたむずかしさがある､

特にほ非J+に据付けたときにジェット部で発生するキャビテーシ三}

ンによる揚程の減少は,ニの種ボン′プにおいて避けられぬ致命的な

ウエノ∴くであった､=〕

什i∫.仁技深両川ポンプほ,二の欠ノ･､■∴を/ミ丁パスジェ､ソトカ式という

新しいノJ式で鮮かに解決した両期的な製l■詳】で,lりOW,15nW､25()

…･編集後記･…

r‾タービン′心肝段一契の柵力向什イーf振動数_+でほ,高肘三笠落が11段

からなる.ある六在気タービンiこついて,ディスク上に節巾得の存在

する契一ディスク系の振動モl【ドの固有振動数を実測し,このよう

な巨切石振動数の存在する振動数範臥 節Il'一二径数と国有振動数の関係

について報てLiしノている｡.

≠:蕪気タービン実の固有振動数の計労ニノブ法は,古くから検討されて

いたが,高圧段裂の固有振動数について,まだ満足できる計罪ノノ法
がない現状を思うと,▲1亡と市な論文といえよう.-,

◎

電十計㌫1二機の高速化,人形化に対する要求は,近時ますますきび

しさを加えている｡

国産の大形電子計‡1i二機として,世界のトップレベルにあるHITAC

5020は,糾学技祢f汁二托および科学的経営計訊こはすでに従評のある

ところである.-､

HITAC5()20E/Fシステムは,このHITAC5020をさらに高速大

形化し,処理能プJ強化櫻として,日日発されたものである↑

｢HITAC5020E/Fl富子計て11二橙システム【=エ,木シ1テム√り`‡炎,

日 立 評 論 弟49巷 弟8号

昭和42年8月20日印刷 昭和42年8月25日発行

(毎月1回25[†発行)

く禁無断転載>

定価l部150円(送料24円)

l⑥196三L_㌣芸_諾詰責慧;三:F:ご;三三nJapan

ーート′Lほ従来〟)】ti■(ノーE㌔もシスク

グラインダと【ilじく耐熱性のす

･て､'かた特殊耐熱堀船}スノ他州Lて

いる

W,400W,75いWノ)シりl-ス

五械種全部にこの方式を相川jし

ている こび)たム′)様似て弘一iilに比

較L.拗水位ほ脳‾ノく15().ヲ古1ニノ､卜

という-州/1瀧ろ∫発即する..

‾また25nW､4()nW,750W♂‾)
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に応し-た深井Jて‾軌‾Lけ工い′′ト部
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そのほか,1-トンニ税吏掛榔Ijポンプび)帖Jl主とLては.J‾コー▼ツー拙.小一

睨小二,逆t卜弁などの:‾ト安部に銅命令な快川し,J･ミ/≠糾ヒむl礼-,てい

ること,ノーーピンポンノブを仕j-1jし,抄の噛込ノーン少なィ:Lていること.

配管のノル小バl′=仙･こ選べる卜j】虹フランジカ'こ.子削十てあることなど多々

ある

隅収.臓f如こついて紳介している.

汁許諾柴の大形化が胤人の傾向にあるとき,本論ノ上･ハ役`.恥エ

ノー)ふ㌔てJ亡きいヰJリ‾)と捌fJl七さかる..
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ェし フトTJニ 7フ､の第∴次技術･■r〔新といわ才lる封二附1】】踊(lC卜_こ

の三お水的な丁卜7:‾フナが牡に王_ltてから,もう10付近くになるれ 一打稗
■LE了一機器のこ-1三役部【l-ll-とLて採用され着実に一汗及さニ‡tつつある..

本号の特射£,ICの開発および軌■■■--化を机栂川小こ推進しているIl

立襲=1…巾技術肺執節によるl‾‾ディジタルIC(D′rIノ)の開発_1r りニヤ

ICの開発_l‡‾MOSICJ)開発!i‾､書く導体IC♂1†.言如什 二千〔ど5舶をも

_-､て,､ll特休IC特架とした‥
日立エレクllコニクス最新の技術を糾介した帖1二1二をf】.け二`言片方一丈り三と

いえよ･‾)
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--･家-･こ三▲には,-!†1くから【】本ノ)IC技術と結果♂)指噂･肯蚊に努プJ
なさ才tた,ノJ阪大字数授二Lサ悼+_二 帯ロ‾j栄治代より L‾‾紫郎｢iけ箔(1C)

虐某を見′‾､ト)て+と越した玉砧をいただき,巻頗を飾ることができ
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